
【
ね
ぎ
】 

ね
ぎ 

﹇
特
産
品
﹈

全
国
有
数
の
ね
ぎ
の
生
産
地
で
あ
る
松
戸

市
。
矢
切
地
区
で
地
域
団
体
商
標
を
取
得

し
た「
矢
切
ね
ぎ
」
、
小
金
地
区
の「
あ
じ
さ

い
ね
ぎ
」が
有
名
。
矢
切
ね
ぎ
は
高
級
品
と

し
て
多
く
の
料
理
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

地
元
で
は
、
ね
ぎ
を
扱
っ
た
絶
品
の
食
品

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

【
パ
ン
の
街
】 

ぱ
ん
の
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

市
内
を
歩
い
て
い
る
と
、い
た
る
と
こ
ろ
に

パ
ン
屋
が
あ
る
の
も
松
戸
で
は
当
た
り
前

の
光
景
。
生
活
に
寄
り
添
っ
た
パ
ン
屋
や

人
気
店
も
多
い
。

【
文
化
・
芸
術
活
動
が
盛
ん
な
街
】
ぶ
ん

か
・
げ
い
じ
ゅ
つ
か
つ
ど
う
が
・
さ
か
ん
な
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

松
戸
は
幼
少
期
か
ら
活
躍
で
き
る
場
が

多
い
。
市
立
小
金
中
学
校
科
学
部
は
ロ
ボ

カ
ッ
プ
世
界
大
会
出
場
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
部

門
1
位
、
県
立
松
戸
高
校
演
劇
部
は
全
国

大
会
出
場
経
験
あ
り
。
市
内
中
学
・
高
校

の
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
は
全
国
大
会
で

金
賞
や
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。
中
に
は
澄
ん

だ
歌
声
と
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
紅
白
歌

合
戦
の
コ
ー
ラ
ス
に
出
演
し
た
学
校
も
！

【
本
土
寺
】 

ほ
ん
ど
じ 

﹇
名
所
﹈

別
名
「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
言
わ
れ
る
日
蓮
宗

の
名
刹
。
例
年
梅
雨
の
時
期
に
は
5
万
本

の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
り
、
各
地
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
名
所
。
同
じ
く
初
夏
の
花

菖
蒲
や
秋
の
紅
葉
も
見
事
。

【
松
戸
さ
ん
】 

ま
つ
ど
・
さ
ん 

﹇
人
物
﹈

千
葉
県
松
戸
市
在
住
49

歳
の
会
社
員
、ま

つ
ど
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
松
戸
さ
ん
」
。

住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良
し
の
大
好
き
な

「
松
戸
」
を
顔
全
体
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。〝
み
ん
な
を
笑
顔
に
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
で
活
動
中
。

【
松
戸
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
】 

ま
つ

ど
し
・
し
ょ
う
ね
ん
し
ょ
う
じ
ょ
・
は
つ
め
い
く
ら
ぶ 

﹇
活
動
﹈

1
9
8
3
年
に
発
足
。
新
松
戸
を
拠
点
に

小
学
3
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
が
工
作
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
る
。
海

外
の
大
会
へ
の
出
場
実
績
や
も
の
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
（
全
国
大
会
）で
10

年
連
続
出
場
等
の
実
績
を
持
つ
。

【
マ
ツ
ド
ド
ン
】 

ま
つ
ど
・
ど
ん 

﹇
怪
獣
﹈

謎
の
水
生
怪
獣
「
マ
ツ
ド
ド
ン
」
。
1
9
7
2

年
、
市
付
近
の
江
戸
川
で
未
確
認
生
物
が

目
撃
さ
れ
、マ
ツ
ド
ド
ン
伝
説
が
始
ま
る
。

頭
が
丸
く
、ヌ
メ
っ
と
し
た
体
を
し
、ヒ
ゲ

と
２
本
の
牙
が
生
え
、
可
愛
ら
し
い
姿
を

し
て
い
る
と
い
う
。こ
の
特
徴
、
あ
の
動
物

に
似
て
い
る
と
い
う
噂
あ
り
。

【
松
戸
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
】 

ま
つ
ど
・
な
ん
ば
ー 

﹇
特
色
﹈

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
図
柄
入
り
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
を
導
入
。
松
戸
の
代
表
的
な

観
光
名
所
で
あ
る
、
さ
く
ら
通
り
の
「
さ

く
ら
」
、
本
土
寺
の「
あ
じ
さ
い
」
、「
矢
切
の

渡
し
」
が
入
っ
た
松
戸
市
の
自
然
や
風
景

の
魅
力
が
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
。

【
野
球
と
ソ
フ
ト
が
盛
ん
な
街
】 

や
き
ゅ
う

と
・
そ
ふ
と
が
・
さ
か
ん
な
・
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

専
修
大
学
松
戸
高
校
が
2
0
1
5
年
夏
、

2
0
2
1
年
春
・
夏
連
続
で
甲
子
園
に
出

場
。
定
時
制
の
軟
式
野
球
で
は
、
県
立
松

戸
南
高
校
が
2
0
2
1
年
初
の
全
国
大
会

へ
、
松
戸
市
立
第
四
中
学
校
が
2
0
2
1

年
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
全
国
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
、
と
に
か
く
野
球
が

盛
ん
な
街
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
県
内
随
一

の
競
技
力
を
誇
り
、
特
に
小
学
生
は
毎
年

の
よ
う
に
全
国
大
会
に
出
場
。
野
球
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
身
近
な
環
境
か
ら
、
松
戸

市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
多
く
輩
出
さ

れ
て
い
る
。

【
流
鉄
流
山
線
】
り
ゅ
う
て
つ
・
な
が
れ
や
ま
せ
ん 

﹇
鉄
道
﹈

２
両
編
成
、
全
６
駅
の
レ
ト
ロ
な
列
車
。
１

本
１
本
違
う
カ
ラ
フ
ル
な
車
体
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
愛
称
が
あ
る
。ピ
ン
ク
の「
さ
く
ら
」

号
に
は
ハ
ー
ト
の
つ
り
革
が
。
現
在
で
も
切

符
の
み
の
昔
懐
か
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
本

誌
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
。

【
学
校
給
食
選
択
制
（
公
立
中
学
校
）
】
が
っ
こ

う
・
き
ゅ
う
し
ょ
く
・
せ
ん
た
く
せ
い﹇
特
色
﹈

1
日
毎
に
主
食
が
パ
ン
ま
た
は
麺
の
A
メ

ニ
ュ
ー
、
米
飯
の
B
メ
ニ
ュ
ー
、
弁
当
持
参

か
ら
の
選
択
制
が
魅
力
。
給
食
が
選
べ
る

な
ん
て
、な
か
な
か
な
い
!?

完
全
自
校
調
理

方
式
に
よ
り
、
市
内
の
全
校
で
作
り
た
て
の

温
か
い
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
自
慢
。

【
学
校
選
択
制
】
が
っ
こ
う
・
せ
ん
た
く
せ
い﹇
特
色
﹈

入
学
す
る
小
・
中
学
校
が
選
べ
る
「
学
校

選
択
制
」
。
市
内
に
は
45

の
公
立
小
学
校

と
20

の
公
立
中
学
校
が
あ
り
、
指
定
校
学

区
に
隣
接
し
た
徒
歩
で
通
学
で
き
る
範

囲
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
抽
選
の
場
合

あ
り
）
。

【
カ
ヌ
ー
大
会
】 

か
ぬ
ー
・
た
い
か
い 
﹇
行
事
﹈

松
戸
市
の
江
戸
川
で
毎
年
1
月
第
2
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
、
早
春
江
戸
川
の
風
物

詩
。
千
葉
県
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
の
カ
ヌ
ー

競
技
大
会
「
千
葉
県
知
事
杯
争
奪
ク
ラ
ブ

対
抗
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
」
は
、
日
本
で
年

明
け
最
初
に
行
わ
れ
る
リ
バ
ー
レ
ー
ス
で
、

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ヌ
ー
が
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
並

ぶ
一
斉
ス
タ
ー
ト
は
圧
巻
。

【
さ
く
ら
ま
つ
り
】 

さ
く
ら
・
ま
つ
り 
﹇
行
事
﹈

常
盤
平
・
八
柱
・
六
実
・
国
分
川
な
ど
、
市

内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
。
松
戸
市

で
育
っ
た
子
ど
も
は
必
ず
行
く
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
中
で
も
常
盤
平
さ
く

ら
通
り
は
、「
日
本
の
道
1
0
0
選
」に
選

ば
れ
て
お
り
、
通
り
沿
い
に
鮮
や
か
に
咲
く

桜
は
必
見
。

【
す
ぐ
や
る
課
】 

す
ぐ
や
る
・
か 

﹇
特
色
﹈

す
ぐ
や
る
課
の
発
足
当
初
か
ら
の
理
念
は

「
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

す
ぐ
や
り
得
る
も
の
は
、
す
ぐ
に
や
り
ま

す
」
。
1
9
6
9
年
10

月
に
発
足
し
、以
来

全
国
初
の
す
ぐ
や
る
課
と
し
て
、
現
在
も

活
動
し
松
戸
市
の
誇
る
べ
き
伝
統
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
る
。

【
千
葉
大
学
園
芸
学
部
】 

ち
ば
だ
い
が
く
・
え
ん

げ
い
・
が
く
ぶ 

﹇
施
設
﹈

国
内
初
の
園
芸
学
部
で
、
現
在
国
内
唯
一

の
園
芸
学
部
。
敷
地
内
に
は
３
つ
の
様
式

（
イ
タ
リ
ア
式
、
フ
ラ
ン
ス
式
、
イ
ギ
リ
ス

式
）の
庭
園
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
庭
園
に

は
四
季
折
々
の
植
物
が
植
え
ら
れ
、
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

【
中
学
ジ
ャ
ー
ジ
生
活
】
ち
ゅ
う
が
く
・
じ
ゃ
ー

じ
・
せ
い
か
つ 

﹇
特
色
﹈

市
内
の
公
立
中
学
校
で
は
、
制
服
で
登
校

後
、
校
内
服
（
ジ
ャ
ー
ジ
）に
着
替
え
て
過

ご
し
、
下
校
前
に
制
服
に
着
替
え
帰
宅
す

る
。
学
校
ご
と
に
ジ
ャ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が

違
い
、こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
ジ
を

見
比
べ
る
の
も
楽
し
い
。

【
仁
王
様
の
股
く
ぐ
り
】
に
お
う
さ
ま
の
・
ま

た
く
ぐ
り 
﹇
行
事
﹈

運
慶
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
、
国
重
要
文
化

財
指
定
・
木
造
金
剛
力
士
立
像
の
股
の
間

を
く
ぐ
る
と
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ
る
と

い
う
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
。

松
戸
市
馬
橋
に
あ
る
萬
満
寺
の「
不
動
尊

大
祭
」で
行
わ
れ
る
。

【
21
世
紀
の
森
と
広
場
】
に
じ
ゅ
う
い
っ
せ
い
き

の
・
も
り
と
ひ
ろ
ば 

﹇
施
設
﹈

東
京
ド
ー
ム
約
11

個
分
の
広
さ
を
持
つ
緑

豊
か
な
公
園
内
で
は
、
山
・
林
・
池
な
ど

様
々
な
自
然
に
触
れ
合
え
る
。
2
0
2
1

年
7
月
に
は
、
新
た
な
遊
び
空
間
「
あ
そ
び

の
す
み
か
」が
オ
ー
プ
ン
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

3
つ
の
大
型
遊
具
が
子
供
た
ち
の
注
目
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

【
二
十
世
紀
梨
】
に
じ
っ
せ
い
き
・
な
し 

﹇
特
産
品
﹈

日
本
全
国
１
位
の
梨
の
生
産
量
を
誇
る

千
葉
県
。
そ
の
中
で
も
、「
二
十
世
紀
梨
」

を
生
ん
だ
の
が
松
戸
市
。
1
8
8
8
年
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
。
黄
緑
色
の
二
十
世
紀
梨
は
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
爽
や
か
な
味
わ
い
と
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
し
た
食
感
が
特
長
。

松
戸
自
慢

百
科
事
典

﹇
第
一
版
﹈

令和版
Aメニュー

Bメニュー

矢切ねぎ

あじさい
ねぎ

市民の

皆さんから

“松戸の自慢”を

募集したよ。
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